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1 まえがき
近年、遠隔読取可能なマイクロ波無線タグシステムの
研究が盛んに行われている。マイクロ波無線タグは、ア
ンテナと可変負荷、信号処理回路から構成される。タグ
は質問機から放射されたマイクロ波(質問波)を受信す
ると、直流検波して信号処理回路を駆動し、応答波形に
よりアンテナに装荷された可変負荷を変動させ、質問波
の散乱状態を変化させることで振幅変調による応答波を
作り出す。応答波を受信してタグ情報を読み取れる。
タグの読取可能範囲はアンテナの指向性、検波回路と
アンテナの整合、検波素子の非線形性などに大きく影響
されるので、タグの設置環境や質問機とタグの問の伝搬
環境によってもその性能が大きく変化する。本報告では、
蔵書管理用無線タグを想定し、書籍に張り付けた場合の
タグアンテナの諸特性の変化を報告する。
2 タグアンテナ
無線タグは回路とアンテナが密接に影響しあうため、
書籍へ設置した場合の影響を各々個別に評価することが
困難である。そこで、無線タグを模擬したマイクロ波検
波回路とアンテナを一体化した状態でその特性を評価し
た。図 1にタグアンテナの構造を示す。比誘電率 3.5、
厚み0.25mmの誘電体基板上に設けたプリントダイポー
ルアンテナ(長さ 0.5波長、幅0.005波長)の中央にダイ
オード検波回路を装荷し、ダイポールアンテナに並行し
て距離 0.05波長の位置に幅 0.2波長の反射板を装荷し
た。 40cm離れた場所に設置したパッチアンテナからタ
グアンテナへ2.45GHzのマイクロ波を照射し、タグの検
波電圧を観測した。反射板の長さを変化させると検波電
圧が大きく変化した。長さが0.32波長で最小O.OlmV、
0.42波長で最大 1.7mVの検波電圧が観測された。それ
ぞれの場合の指向性を図 2に示す。反射板が0.42波長
のとき指向性が先鋭化されていることがわかる。
3 中性紙の影響
反射板長が0.42波長のとき、束ねた中性紙の中央にタ
グアンテナを配置したときの検波電圧を図3に示す。両
側をそれぞれ40枚束ねた中性紙(全体で80枚)の聞にア
ンテナを挟んだとき、もっとも検波電圧が約半分に減少
することがわかった。この時の指向性を図4に示す。図
より紙でアンテナを挟んだとき、主ビームが二方向に分
割され、 O度方向の受信電力が低下することがわかった。
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4 まとめ
蔵書管理用無線タグアンテナの基本特性を検討した.
反射板付きのダイポールアンテナを中性紙で挟んだ所、
その指向性が大きく乱れ検波電圧が低下することがわ
かった。また、電圧の低下量は紙の枚数に依存すること
がわかった。今後、紙に挟んでも検波電圧の低下が少な
い構造を検討したい。
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